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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１４５６  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年４月 23 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経営学専攻 
学 位 論 文 名  ASSET PRICING AND MARKET EFFICIENCY 
            （アセット・プライシングと市場の効率性） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 仁科 一彦 
            （副査） 
            教 授 大西 匡光  教 授 大屋 幸輔 
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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１４７３  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年５月 18 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経済理論専攻 
学 位 論 文 名  Human Capital and International Trade 
            （人的資本と国際貿易） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 阿部 顕三 
            （副査） 
            教 授 二神 孝一  講 師 山本 和博 
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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１４７４  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年５月 18 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経済理論専攻 
学 位 論 文 名  リアルオプション理論の応用に関する研究 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 仁科 一彦 
            （副査） 
            教 授 大西 匡光  教 授 大屋 幸輔 
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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１５１３  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年７月 20 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経済学専攻 
学 位 論 文 名  Essays on Intergenerational Transfers and Economic Growth 
            （世代間所得移転と経済成長に関する研究） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 二神 孝一 
            （副査） 
            教 授 三野 和雄  准教授 小野 哲生 
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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１５１４  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年７月 20 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経済学専攻 
学 位 論 文 名  Essays on Mechanism Design and Voting 
            （制度設計と投票に関する小論） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 西條 辰義 
            （副査） 
            教 授 青柳 真樹  教 授 芹澤 成弘 






































多数決ルールが選ばれない状況があることを示している。この結果は、Barbera and Jackson の結果が人々の「参加
の自由」という要因に対して頑健性を持っていないことを示唆するものである。 
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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１５４１  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年９月 26 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経済理論専攻 
学 位 論 文 名  代表的個人モデルの集計上の誤謬：消費の実証分析に与える影響につい 
            て 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 本多 佑三 
            （副査） 
            教 授 池田 新介  准教授 福田 祐一 




















― 224 ― 
 





― 225 ― 









博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１５４２  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年９月 26 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経済学専攻 
学 位 論 文 名  Empirical Studies on Japanese Monetary and Fiscal Policy 
            （日本の金融・財政政策に関する実証研究） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 本多 佑三 
            （副査） 
            教 授 筒井 義郎  教 授 小川 一夫 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１６２２  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年 11 月 16 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経済学専攻 
学 位 論 文 名  日本における研究開発の成果に関する実証分析 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 小川 一夫 
            （副査） 
            教 授 伴  金美  講 師 鈴木 彩子 
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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１６４５  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年１月 18 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経済学専攻 
学 位 論 文 名  日本財政の持続可能性と財政移転 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 齊藤  愼 
            （副査） 
            教 授 山田 雅俊  准教授 赤井 伸郎 
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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１７２５  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経済理論専攻 
学 位 論 文 名  持ち家のソーシャル・キャピタル形成に与える影響に関する分析 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 伴  金美 
            （副査） 
            教 授 本多 佑三  教 授 ホリオカ、チャールズ ユウジ 
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わたる
 
博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１７２６  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経済理論専攻 
学 位 論 文 名  Decision Making by Families and Allocation of Indivisible Objects 
            （家族の意思決定と分割不可能財の配分） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 西條 辰義 
            （副査） 
            教 授 ホリオカ、チャールズ・ユウジ  准教授 佐々木 勝 




















関する新たな性質 equal probability for the best を導入し、randomized uniform rule と呼ばれる配分ルールが equal 
probability for the best、戦略的操作不可能性、そしてパレート効率性を満たす唯一の配分ルールであることを示し
ている。 
【11】
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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１７２７  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経済学専攻 
学 位 論 文 名  構造改革に関する政策シュミレーション分析 
            ―2000 年代初頭の日本について― 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 齊藤  愼 
            （副査） 
            教 授 山田 雅俊  准教授 赤井 伸郎 



















ネルギー関連税は 0.9％程度の CO2 排出抑制効果を持っており、これらの税を炭素従量税に切り替えることでさらに
0.2％の CO2 抑制効果があるとの結果を得ている。 
【12】
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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１７２８  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経済学専攻 
学 位 論 文 名  行動経済学的アピローチによる価格づけ行動および労働市場分析 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 大竹 文雄 
            （副査） 
            教 授 筒井 義郎  教 授 池田 新介 
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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１７２９  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経済学専攻 
学 位 論 文 名  Pricing Method and Properties of Exotic Interest Rate Derivatives 
            （エキゾチック金利デリバティブの価格計算方法と性質） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 大西 匡光 
            （副査） 
            教 授 大屋 幸輔  准教授 太田  亘 
論 文 内 容 の 要 旨 
 丹波靖博の博士学位請求論文は、導入部分である第１章、本論の計４章、結語となる第６章を併せて、全６章で構
成される。 
 本論ではいずれも、短期金利の指標として使われる LIBOR（London Inter-Bank Offered Rate）に書かれたエキ
ゾチック金利デリバティブの無裁定価格付けを議論しているが、まず第２章と第３章では Chooser Flexible Cap を、
第４章と第５章では Bermudan Swaption を扱っている。 





で、関連する金利デリバティブである Caplet や Floorlet の理論価格に基づいて行うことを提案し、数値計算例を与
え、比較静学を行っている。 
 第３章では、第２章で導出した最適性方程式を用いて、Chooser Flexible Cap の理論的性質を吟味し、Chooser 
Flexible Cap を権利行使しない理論的条件を導出し、行使回数が多くなると同じ状態では行使しやすいことの理論的
証明を行っている。これらの性質は価格導出の計算時間の短縮や権利行使戦略に応用できる。 







 第５章では、第３章と同様のアプローチにより、Bermudan Swaption の理論的性質を吟味し、早期行使しない理
論的条件の導出を行っている。これらの性質は価格導出の計算時間の短縮や権利行使戦略に応用できる。 
【14】
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、短期金利の指標として用いられる LIBOR に書かれたエキゾチック金利デリバティブとして Chooser 
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ひろし
 
博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１７３０  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経済学専攻 
学 位 論 文 名  The Predictability of the Yield Spread for Real Economic Activity 
            （将来実質経済活動について金利期間構造の予見性） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 本多 佑三 
            （副査） 
            教 授 池田 新介  准教授 福田 祐一 
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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１７３１  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経済学専攻 
学 位 論 文 名  Models of Economic Growth Status-Seeking Behavior 
            （社会的地位選考と経済成長） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 二神 孝一 
            （副査） 
            教 授 三野 和雄  教 授 池田 新介 
論 文 内 容 の 要 旨 
 本博士論文は、経済主体の効用が人的資本保有量や所得水準の他者との相対比較に依存するという想定、すなわち
社会的地位選好が経済成長、資源配分の効率性、及び所得分配に与える影響を分析している。 
 Chapter 1 では、近年のマクロ経済学における社会的地位選好の研究を概観し、また本博士論文の概要を述べる。 









 Chapter 4 では、社会的地位選好の存在する宇沢－ルーカス型モデルを、財生産における人的資本外部性が部門特
殊的なものである場合に拡張する。人的資本保有量に基づく社会的地位選好が存在する下では、人的資本の財生産に
対する部門特殊的外部性は地位選好に起因する過剰な人的資本蓄積を促進してしまう、ということが示される。 
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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１７３２  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経済学専攻 
学 位 論 文 名  A Behavioral Approach to Financial and Monetary Economics 
            （行動科学的アプローチの金融・ファイナンス論への適用） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 筒井 義郎 
            （副査） 
            教 授 池田 新介  准教授 福田 祐一 










































を実証した。その結果、Weber Law による説明は棄却されることを明らかにしている。 
 第５章は、本論文を要約し、経済学における行動科学的アプローチに対する批判に対する著者の見解を述べている。
また経済学における行動科学的アプローチの今後の発展に関する著者の見解が述べられている。 
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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１７３３  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経済学専攻 
学 位 論 文 名  Essays on Asymmetric Information Problems : Bubble and Corporate 
            Governance 
            （非対称情報の問題に関する考察） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 筒井 義郎 
            （副査） 
            教 授 大屋 幸輔  准教授 太田  亘 




 第１章は、先行研究である Abreu and Brunnemeier（2003；Econometrica）が発見した、バブル持続の一要因で
ある「同時裁定行動の欠如」というリスクについて理論的に考察している。その結果、「同時裁定行動の欠如」が起
こるためには、一定の条件が必要であることを明らかにした。 
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に対して過剰な報酬が支払われ、将来の企業業績が下がったと結論している。 
 本章は、さらに、この結果が時系列的にどう変化したか、および、産業によって違うかどうかについても検証して
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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１７３４  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            経済学研究科経営学専攻 
学 位 論 文 名  STUDIES ON SUPPLY CHAIN COORDINATION MODELS 
            （サプライチェーン・コーディネーションモデルの研究） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 竹田 英二 
            （副査） 
            教 授 浅田 孝幸  教 授 大西 匡光 
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じゅん
 
博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１４９１  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年６月 21 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第２項該当 
学 位 論 文 名  主観的データを利用した労働経済分析：展望と実証研究 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 大竹 文雄 
            （副査） 
            教 授 チャールズ・ユウジ・ホリオカ  准教授 小原 美紀 
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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１５１５  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年７月 20 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第２項該当 
学 位 論 文 名  MULTIPLE CRITERIA DECISION AID : MUNICIPAL SOLID WASTE MANAGEMENT 
            IN MALAYSIA 
            （マレーシアにおける一般廃棄物マネジメントに対する多基準評価） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 竹田 英二 
            （副査） 
            教 授 中島  望  教 授 大西 匡光 
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博士の専攻分野の名称  博 士（経済学） 
学 位 記 番 号  第  ２１５９５  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年９月 26 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第２項該当 
学 位 論 文 名  コーポレート・ファイナンスの実証分析 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 仁科 一彦 
            （副査） 
            教 授 大西 匡光  准教授 太田  亘 
論 文 内 容 の 要 旨 
 第Ⅰ群と第Ⅱ群は株式所有構造や地方銀行という共通テーマを取り上げているため、その区分は厳密ではない。こ
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分析し、有利子負債の大きさによる外部コントロール効果が REIT の収益性に影響することを明らかにしている。 
 第３部では、住宅・不動産金融市場の前提となる評価方法を確立するため、第９章は現在の不動産評価法が抱える
課題を検証し、第 10 章は不動産の評価に影響する生活性能の一例として犯罪発生が地価に与える影響を操作変数法
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 近年の住宅ローン債権や不動産の証券化は、日本において住宅・不動産市場と金融市場の関連を急速に高めてきて
いる。本論文は、固定金利と変動金利の間での住宅ローンの選択行動、不動産証券化市場における投資家の行動、犯
罪・教育などの不動産の環境特性が不動産価格に与える影響などを様々なデータと新しい実証的手法を用いて実証的
に分析したものである。住宅・不動産金融市場というあたらしいテーマに関する包括的実証研究として高いレベルの
ものであり、政策的にも重要な貢献をしている。したがって、本論文は、博士（経済学）として価値があると判断す
る。 
